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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月14日(2009.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面を符号化単位である符号化ブロックに分割するとともに、前記符号化ブロックを動
き補償単位である動き補償ブロックに分割し、前記動き補償ブロックの動きベクトル情報
を、処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する符号化済み動き補償ブロックの動きベ
クトル情報を用いて生成される予測動きベクトルとの差分情報によって符号化する動画像
符号化装置であって、
　前記動き補償ブロックの動きベクトルを探索する動きベクトル探索手段と、
　前記動きベクトル探索手段により、前記処理対象の動き補償ブロックに対する予測動き
ベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する動
き補償ブロックの動きベクトル探索を完了しているか否かを判断する探索完了判断手段と
、
　前記探索完了判断手段の判断の結果、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了
している場合には、動きベクトルを決定する要素として、少なくとも前記処理対象の動き
補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて動きベクトルの探索を行うように選択し
、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記処理対象の
動き補償ブロックを含む、前記符号化ブロック内の前記処理対象の動き補償ブロックとは
異なる動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて、前記動き補償ブロックの動
きベクトル探索を行うように選択する選択手段とを備えることを特徴とする動画像符号化
装置。
【請求項２】
　前記選択手段は、前記探索完了判断手段の判断の結果、前記処理対象の動き補償ブロッ
クに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロック
の近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合に、前記処
理対象の動き補償ブロックの予測動きベクトルとして、あらかじめ設定された固定値を用
いて前記動き補償ブロックの動きベクトル探索を行うように選択することを特徴とする請
求項１に記載の動画像符号化装置。
【請求項３】
　前記固定値は零ベクトルであることを特徴とする請求項２に記載の動画像符号化装置。
【請求項４】
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　前記符号化ブロックより大きなブロック、あるいは、画面全体の動きベクトルを探索す
る大域動きベクトル探索手段を備え、
　前記選択手段は、前記探索完了判断手段の判断の結果、前記処理対象の動き補償ブロッ
クに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロック
の近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記
処理対象の動き補償ブロックの予測動きベクトルとして、前記大域動きベクトル探索手段
が探索した、前記処理対象の動き補償ブロックが含まれる範囲の大域動きベクトルを用い
て前記動き補償ブロックの動きベクトル探索を行うように選択することを特徴とする請求
項１に記載の動画像符号化装置。
【請求項５】
　前記動きベクトル探索手段が探索した動きベクトル情報を、少なくとも1フレーム期間
保持可能な動きベクトル記憶手段を備え、
　前記選択手段は、前記探索完了判断手段の判断の結果、前記処理対象の動き補償ブロッ
クに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロック
の近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記
処理対象の動き補償ブロックの予測動きベクトルとして、前記動きベクトル記憶手段に記
憶されている既に符号化されたフレームにおける、前記処理対象の動き補償ブロックと同
じ空間位置の動き補償ブロックの動きベクトルを用いて前記動き補償ブロックの動きベク
トル探索を行うように選択することを特徴とする請求項１に記載の動画像符号化装置。
【請求項６】
　前記動きベクトル探索手段は、符号化ブロックに含まれる複数の動き補償ブロックの動
きベクトル探索を並列処理で行う機能を有し、
　前記選択手段は、前記探索完了判断手段の判断の結果、前記処理対象の動き補償ブロッ
クに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロック
の近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記
動きベクトル探索が完了していない動き補償ブロックの動きベクトルとして、探索途中に
おける暫定動きベクトルを用いて、前記処理対象の動き補償ブロックに対する予測動きベ
クトルを生成して、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索を行うことを特徴とする請
求項１に記載の動画像符号化装置。
【請求項７】
　前記探索途中における暫定動きベクトルの初期値を設定し、前記暫定動きベクトルの信
頼性評価値があらかじめ定められた閾値を超えるまでは、前記初期値を用いて前記処理対
象の動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを生成し、前記暫定動きベクトルの信頼
性評価値があらかじめ定められた閾値を超えたら、前記暫定動きベクトルを用いて前記処
理対象の動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを生成する予測動きベクトル生成手
段を備えることを特徴とする請求項６に記載の動画像符号化装置。
【請求項８】
　前記暫定動きベクトルの初期値は、前記処理対象の動き補償ブロックを含む、前記符号
化ブロック内の前記処理対象の動き補償ブロックとは異なる動き補償ブロックに対する予
測動きベクトルであることを特徴とする請求項７に記載の動画像符号化装置。
【請求項９】
　前記暫定動きベクトルの初期値は、あらかじめ設定された固定値であることを特徴とす
る請求項７に記載の動画像符号化装置。
【請求項１０】
　前記暫定動きベクトルの初期値は、零ベクトルであることを特徴とする請求項７に記載
の動画像符号化装置。
【請求項１１】
　前記暫定動きベクトルの初期値は、前記処理対象の動き補償ブロックが含まれる範囲の
大域動きベクトルであることを特徴とする請求項７に記載の動画像符号化装置。
【請求項１２】
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　前記暫定動きベクトルの初期値は、既に符号化されたフレームにおける、前記処理対象
の動き補償ブロックと同じ空間位置の動き補償ブロックの動きベクトルであることを特徴
とする請求項７に記載の動画像符号化装置。
【請求項１３】
　画面を符号化単位である符号化ブロックに分割するとともに、前記符号化ブロックを動
き補償単位である動き補償ブロックに分割し、前記動き補償ブロックの動きベクトル情報
を、処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する符号化済み動き補償ブロックの動きベ
クトル情報を用いて生成される予測動きベクトルとの差分情報によって符号化する動画像
符号化方法であって、
　前記動き補償ブロックの動きベクトルを探索する動きベクトル探索工程と、
　前記動きベクトル探索工程において、前記処理対象の動き補償ブロックに対する予測動
きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する
動き補償ブロックの動きベクトル探索を完了しているか否かを判断する探索完了判断工程
と、
　前記探索完了判断工程における判断の結果、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索
が完了している場合には、動きベクトルを決定する要素として、少なくとも前記処理対象
の動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて動きベクトルの探索を行うように
選択し、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記処理
対象の動き補償ブロックを含む、前記符号化ブロック内の前記処理対象の動き補償ブロッ
クとは異なる動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて、前記動き補償ブロッ
クの動きベクトル探索を行うように選択する選択工程とを備えることを特徴とする動画像
符号化方法。
【請求項１４】
　前記符号化ブロックより大きなブロック、あるいは、画面全体の動きベクトルを探索す
る大域動きベクトル探索工程を備え、
　前記選択工程においては、前記探索完了判断工程における判断の結果、前記処理対象の
動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動
き補償ブロックの近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない
場合には、前記処理対象の動き補償ブロックの予測動きベクトルとして、前記大域動きベ
クトル探索工程において探索した、前記処理対象の動き補償ブロックが含まれる範囲の大
域動きベクトルを用いて前記動き補償ブロックの動きベクトル探索を行うように選択する
ことを特徴とする請求項１３に記載の動画像符号化方法。
【請求項１５】
　前記動きベクトル探索工程において探索した動きベクトル情報を、少なくとも1フレー
ム期間保持可能な動きベクトル記憶手段を備え、
　前記選択工程においては、前記探索完了判断工程における判断の結果、処理対象の動き
補償ブロックに対する予測動きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補
償ブロックの近傍に位置する動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合
には、前記処理対象の動き補償ブロックの予測動きベクトルとして、前記動きベクトル記
憶手段に記憶されている既に符号化されたフレームにおける、前記処理対象の動き補償ブ
ロックと同じ空間位置の動き補償ブロックの動きベクトルを用いて前記動き補償ブロック
の動きベクトル探索を行うように選択することを特徴とする請求項１３に記載の動画像符
号化方法。
【請求項１６】
　画面を符号化単位である符号化ブロックに分割するとともに、前記符号化ブロックを動
き補償単位である動き補償ブロックに分割し、前記動き補償ブロックの動きベクトル情報
を、処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する符号化済み動き補償ブロックの動きベ
クトル情報を用いて生成される予測動きベクトルとの差分情報によって符号化する工程を
コンピュータに実行させるプログラムであって、
　前記動き補償ブロックの動きベクトルを探索する動きベクトル探索工程と、
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　前記動きベクトル探索工程において、前記処理対象の動き補償ブロックに対する予測動
きベクトルを生成するために必要な、前記処理対象の動き補償ブロックの近傍に位置する
動き補償ブロックの動きベクトル探索を完了しているか否かを判断する探索完了判断工程
と、
　前記探索完了判断工程における判断の結果、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索
が完了している場合には、動きベクトルを決定する要素として、少なくとも前記処理対象
の動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて動きベクトルの探索を行うように
選択し、前記動き補償ブロックの動きベクトル探索が完了していない場合には、前記処理
対象の動き補償ブロックを含む、前記符号化ブロック内の前記処理対象の動き補償ブロッ
クとは異なる動き補償ブロックに対する予測動きベクトルを用いて、前記動き補償ブロッ
クの動きベクトル探索を行うように選択する選択工程とをコンピュータに実行させること
を特徴とするプログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
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